
■憲法を使おう３■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 423号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. ご挨拶とお誘い 

 

昨日のご挨拶 

コロナの 5 類移行を受けて、笑恵館持ち寄り食事会、いづみプロジェクト交流会、名栗の森現地例会など現地

での対面イベントを順次再開しています。 

5/20 に笑恵館でお目にかかった WHAIS の MO さん、AK さん、AO さん、5/21 の例会でお目にかかった名栗

の森の新メンバーMYさん、今後ともよろしくお願いいたします。 

・ 

今週のお誘い 

今週は 24日(水)の松本出張と 27日(土)の町田滞在以外は、ほぼ笑恵館で作業の予定です。 

相談などある方は、気軽にご連絡ください。 

また、昨年同様今年もホタルが見ごろを迎えたことを、昨夜確認してきました。 

とっておきの穴場情報（横浜線十日市場駅付近）なので公開しませんが、行きたい方だけに個別に教えますの

でご連絡ください。 

それと、来週ですが 5/30(火)～6/1(木)は先月に続いて再度小樽を訪問します。 

5/31 と 6/1 は小樽と余市を探索し、6/1 の午後はもったいない博物館の JA さんとじっくりお目にかかろうと思

いますので、興味のある方、ご連絡ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログより：憲法を使おう３ 

 



最近「憲法」にハマっている僕は、先日ついに「憲法の使い方」のトークイベントまでやってしまうほど、頭

の中が憲法で溢れている。 

今では、何を考えるにしても必ずと言っていいほど憲法と関連付け、憲法を体の一部にしたい気分になってい

る。 

というのも、憲法と法律を明確に分けているのは国家と国民の関係を規定するためであり、我ら市民がコミュ

ニティのルールを作るとき、わざわざ憲法と法律を分けることは滅多にない。 

つまり、憲法と法律の 2 つのルールが存在するというよりは、ルールには憲法的部分と法律的部分が有り、僕

らはそれらを無意識のうちに使い分けているのではないかと思えてきた。 

そこで、このブログでも、もう一度だけ憲法をテーマにし、勝手な意見を述べたいと思う。 

・ 

まず初めに、憲法と法律の定義を試みたい。 

僕たち人間は、コミュニティをつくることで社会を形成して生きている。 

コミュニティとは、何かを共有する集合体のことであり、共有する対象を「憲法」という。 

コミュニティの構成員が「憲法」を共有するために必要なルールを「法律」という。 

コミュニティにはさまざまな種類があるが、それは憲法で規定(定義)することができる。 

現在世界を構成する代表的なコミュニティ単位は「国家」と呼ばれるが、これは「戦争」をするためのコミュ

ニティだ。 

その証拠に、国家は戦争するために軍隊を保有し、軍隊同士が殺し合うことを認めている。 

世界には、全ての国家を管理する法や仕組みは存在せず、戦争を回避するために作られた国際連合に加盟する

ことが標準と思われているが、台湾など一部の国は加盟が認められず、世界を網羅しているとは言えない。 

・ 

また、国家は世界を構成するコミュニティの一部に過ぎず、実際にはさまざまなコミュニティが複雑に錯綜し

ている。 

EU や ASEAN など隣接する国家同士が連合したり、OPEC などのように経済や産業に関するコミュニティな

ど、様々なグループを形成する。 

一方、ほとんどの国家は、1つのコミュニティでなく、地域コミュニティの集合体だ。 

国家は、地域(部分)コミュニティを統括調整する一方で、地域の自治を尊重し、地域社会は国家に所属しつつも

自由に国外の地域社会と連携したりグループを形成できる。 

このほかにも、教育、芸術、スポーツなどあらゆる分野に、リアル、バーチャル、オンラインなど様々なコミ

ュニティが存在するが、そこには必ず構成員が共有する「何か（概念）」が存在し、僕はそれを「憲法」と呼ぶ

ことにしている。 

・ 

したがって、「コミュニティのメンバーになること」は「憲法を共有すること」に他ならない。 

だから、「憲法を共有できない人」は「コミュニティのメンバーになれない」ことになる。 

例えば「サッカーチーム」を考えると判りやすい。 

サッカーの憲法は「手を使わずにボールを操ること」なので、キーパー以外で手を使う人は参加できない。 

この憲法は絶対で変更はできないし、反対意見を述べても無駄でしかない。 

僕はこのことに気付いた時、日本国憲法が面白くなった。 

戦争のための国家だからこそ、「戦争の放棄」に意義があり、日本国の存在意義はそこにある。 

あえて言えば、「手を使わないのがサッカー」のように、「戦争しないのが日本」なのだから、僕は世界中に

「日本を広めたい」と思うようになった。 

・ 



次に、様々な実際のルールを見てみよう。 

僕らはグループや団体を作ると、かならず「ルール」を作る。 

なぜ「ルール」を作るのかと言うと、「グループを運営するために必要」と思っている人もいるようだがそうで

はない。 

「ルール」が無ければグループが成立しない、言い換えれば、「ルール＝グループ」だと考えて欲しい。 

次に示す「ルールで決めるべき必須事項」を見れば、このことは明らかだ。 

１．グループの名前 

２．グループの目的 

３．グループがやること 

この 3つに賛同し、当事者となりたい人ならだれでもメンバーになることができる。 

こうしたルールの核心部分を、僕は「憲法部分」と考える。 

・ 

一方、ルールには、この 3 つを実現するために必要な事項が加えられるが、それらを僕は「法律部分」と考え

る。 

例えば、メンバーになる手続きや具体的な権利や義務、そして実際の運営を行う役員や、総会・理事会など運

営方法について様々なことを決めておきたい。 

だが、代表の選び方や会議のやり方について、独自のこだわりがあるのなら、それはグループの定義に属する

ことなので「憲法部分」と言えるだろう。 

なので、憲法部分と法律部分は、内容ごとの分類でなく、「主と従」の分類だ。 

あくまで「憲法部分」が主体となり、それを補足し改善するのが「法律部分」と言えるだろう。 

なので、必要に応じて改定される法律部分は「別紙参照」として、本文は「憲法部分」のみでまとめても良い

かも知れない。 

僕は今、関わるコミュニティの全ての規約に対し、こうした視点からの見直しを開始した。 

・ 

そして最後に、愛すべき日本国憲法に対する不満意見を述べたい。 

前回も指摘したように、憲法条文の中に「・・・は、法律でこれを定める」という部分が多く見受けられるが、

憲法として「これはおかしい」と僕は思う。 

特に不満なのは、「第 10 条〔国民たる要件〕」で、「日本国民たる要件は、法律でこれを定める。」では単なる法

律への丸投げだ。 

僕ならば、絶対に「日本国民たる要件はこの憲法を共有し、その理想に向け共に歩むことであり、詳細は法に

定める。」とするだろう。 

法治国家とは、人が治めるのでなく、法が治める国のこと。 

政治家より、天皇より、僕らが共有する憲法こそが最強だということを、きっぱり言いたい。 

 

https://nanoni.co.jp/20230522/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週の動向＋今後の予定（下記以外はすべて空いてます） 

【凡例】◎：要連絡、〇：要申込、×：一般参加不可 

 

■今週の動向 



（火）05/23 なのに（各所）作業日 

   会議〇：10-11時 名栗の森作戦会議（笑恵館） 

   撮影×：14-15時 KSちゃん奪還作戦（砧） 

   会議〇：20-21時 LR定例営会議_4火（オンライン） 

（水）05/24 なのに（長野）作業日 

   出張×：12-14時 理知の杜法人監査（松本） 

（木）05/25 なのに（世田谷）作業日 

   会議◎：17-19時 笑恵館運営会議_4木（笑恵館） 

（金）05/26 いづみ（各所）作業日 

   作業×：14-15時 プリン屋機材搬入（笑恵館） 

（土）05/27 なのに（各所）作業日 

   訪問×：09-12時 KSちゃん運動会（町田） 

   交流×：18-20時 住人食事会（笑恵館） 

（日）05/28 なのに（各所）作業日 

   会議〇：10-12時 NPO法人 100smiles定例会（菊名） 

（月）05/29 なのに（各所）作業日 

 

■今後の予定 

05/30 訪問×：17-20時 エスコンフィールド（北広島） 

05/31 訪問×：10-12時 ニッカ余市蒸留所（余市） 

06/01 訪問×：12-17時 もったいない博物館（小樽） 

06/02 交流〇：20-22時 地主の学校ゼミ（未定） 

06/03 交流◎：13-17時 よろず相談会_土（笑恵館） 

06/08 会議◎：17-19時 笑恵館運営会議_2木（笑恵館） 

06/10 会議×：12-14時 RYUSENプロジェクト_2土（オンライン） 

06/13 会議〇：20-21時 LR定例営会議_2火（オンライン） 

06/15 交流◎：13-18時 なるほどデイ_3木（笑恵館） 

06/15 交流◎：18-20時 持ち寄り食事会_3木（笑恵館） 

06/15 会議〇：20-22時 AR・Qミーティング_3木（オンライン） 

06/17 会議〇：10-12時 八島花文化財団理事MTG_3土（オンライン） 

06/19 会議〇：14-15時 きぬた女子会MTG_3月（笑恵館） 

06/22 会議◎：17-19時 笑恵館運営会議_4木（笑恵館） 

06/24 交流×：18-20時 住人食事会_4土（笑恵館） 

06/25 交流〇：10-14時 名栗の森 OSC例会_4日（飯能） 

06/27 会議〇：20-21時 LR定例営会議_4火（オンライン） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

４．地主の学校・販売中 

 



拙著【地主の学校】はこちら 

https://www.bungeisha.co.jp/bookinfo/detail/978-4-286-23339-0.jsp 

セミナー、読書会など気軽にご相談ください。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

5．アクセスポイント 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携帯 090-9830-3669 

 

自宅： 

〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19笑恵館 

http://shokeikan.com/ 

 

主な所属団体： 

株式会社なのに（取締役・平社員） 

http://nanoni.co.jp/ 

一般社団法人日本土地資源協会（代表理事） 

http://land-resource.org/ 

特手非営利活動法人 HOME-FOR-ALL（事務局長） 

http://www.home-for-all.org/ 

一般社団法人地域社会圏研究所（事務局長） 

https://www.localrepubliclabo.com/ 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

6．このメルマガについて 

松村拓也とご縁のあった方に、日々の活動やブログ記事などの情報をほぼ毎週お届けします。 

参加希望、ご意見、ご質問など、何でもこのメールに返信してください。 

 

バックナンバーはこちら 

http://nanoni.co.jp/magazine/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://eepurl.com/dHjgFX 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


